
議　

長
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中
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０
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０
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２
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歳
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任
委
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会
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、

　

各
種
役
員
・
委
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●
27
年
度
政
務
活
動
費
の

　

会
派
別
収
入
・
支
出
状
況 

 …
…
…
…
3

●
審
議
結
果
、
編
集
後
記 

 …
…
…
…
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主

な

内

容

（
ペ
ー
ジ
）

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
本
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温

か
い
御
指
導
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

っ
て
お
ら
ず
、
地
方
創
生
総
合
戦
略
で
の
一
層
の
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
人
口
が
減
れ
ば
、
消
費
が
伸
び
な
い
。
地
域
内
消
費
が

伸
び
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
産
業
の
衰
退
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
雇
用

の
場
も
減
っ
て
、
人
口
が
流
出
す
る
と
い
う
負
の
循
環
に
陥
る
」。
こ
の

こ
と
は
、
本
市
で
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
人
口
減
少
と
地
域
経
済
縮

小
の
克
服
等
の
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
は
、
急
務
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
自
治
体
間
の
交
流

や
連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
、

新
た
な
10
年
を
見
据
え
、
市
で
は
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
第
2
次

磐
田
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
、
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
交
誼
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
努
力
を

磐
田
市
議
会
議
長　
　

加　

藤　

治　

吉

議
長
あ
い
さ
つ

監

査

委

員 加　藤　治　吉
（66歳）

鈴　木　喜　文
（60歳）

正副議長、任期２年目がスタート
各常任委員会委員長等を改選

　

5
月
臨
時
会
は
、
5
月
18
日
か
ら
5
月
25
日
ま
で
の
8
日
間
の
会
期
で

開
催
し
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
、
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
長
提
出
の
6
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。

５月臨時会

グリーン購入法適合再生紙を利用しています。
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会　　派　　名 志 政 会 新 磐 田 日本共産党
磐田市議団 きずなの会 公明党磐田 合　計

交付対象人数 10人 7人 3人 3人 2人 25人

収　
　

入

交付金
上　期 1,500,000 1,050,000 450,000 450,000 300,000 3,750,000
下　期 1,500,000 1,050,000 450,000 450,000 300,000 3,750,000

雑 　 収 　 入 167 104 40 39 44 394
合 　 　 　 計 3,000,167 2,100,104 900,040 900,039 600,044 7,500,394

支　
　

出

研 究 研 修 費 171,296 0 60,000 66,648 7,648 305,592
調 査 旅 費 1,238,930 1,009,972 62,280 473,750 89,780 2,874,712
資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0
図 書 ・ 資 料 費 270,840 0 0 60,968 58,968 390,776
広 報 費 758,952 715,147 703,479 99,792 0 2,277,370
広 聴 費 6,530 0 3,080 0 0 9,610
事 務 費 426,422 133,793 69,625 84,165 108,389 822,394
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0
合　　　　　計 2,872,970 1,858,912 898,464 785,323 264,785 6,680,454

残　　　余　　　金 　127,197 241,192 1,576 114,716 335,259 819,940

　政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動
に役立てるために必要な経費の一部として、議会
の会派からの申請により交付されるもので、地方
自治法に基づき条例で定めています。議員の政策
立案能力向上や、議会の監視機能の強化を図るた

浜
松
袋
井
線
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
委
員

　

寺
田
辰
蔵

浜
松
袋
井
線
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
評
議
員

　

根
津
康
広

県
道
袋
井
大
須
賀
線
外
二
線
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
委
員

　

加
藤
治
吉

天
竜
川
治
水
促
進
期
成
同
盟
会
副

会
長

　

増
田
暢
之

天
竜
川
治
水
促
進
期
成
同
盟
会
監
事

　

鈴
木
昭
二

天
竜
川
治
水
促
進
期
成
同
盟
会
理
事

　

細
谷
修
司　
　

八
木
正
弘

　

稲
垣
あ
や
子

遠
州
灘
沿
岸
保
全
対
策
促
進
期
成

同
盟
会
委
員

　

太
田
佳
孝　
　

加
藤
治
吉

二
級
河
川
太
田
川
水
系
蟹
田
川
整

備
促
進
協
議
会
顧
問

　

絹
村
和
弘

磐
田
市
廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
審

議
会
委
員

　

虫
生
時
彦

磐
田
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

　

松
野
正
比
呂

磐
田
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域

審
議
会
委
員

　

芥
川
栄
人　
　

八
木
正
弘

磐
田
市
旧
見
付
学
校
協
議
会
委
員

　

松
野
正
比
呂

磐
田
市
遠
江
国
分
寺
跡
整
備
委
員

会
委
員

　

草
地
博
昭　
　

加
藤
文
重

磐
田
市
立
学
校
給
食
運
営
委
員
会

委
員

　

髙
田
正
人

磐
田
市
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
審
査
委

員
会
委
員

　

山
田
安
邦

中
遠
地
域
消
防
救
急
広
域
化
推
進

協
議
会
委
員

　

加
藤
治
吉

中
東
遠
地
域
消
防
指
令
業
務
共
同

運
用
推
進
協
議
会
委
員

　

加
藤
治
吉

（単位：円）

めの活動などに活用されています。
　本市の政務活動費は１人当たり年額30万円で、
上半期と下半期の２回にわけて会派に交付されま
す。27年度の会派別収入・支出状況は下表のとお
りで、残余金は市へ返納されました。

27年度　政務活動費の会派別収入・支出状況

いわた市議会だより
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（
平
成
28
年
5
月
25
日
現
在
）

（
◎
代
表
者
）

◇
志
政
会

◎
寺
田
幹
根　

草
地
博
昭

　

細
谷
修
司　

絹
村
和
弘

　

髙
田
正
人　

加
藤
治
吉

　

鈴
木
昭
二　

川
村
孝
好

　

岡　
　

實　

増
田
暢
之

◇
新
磐
田

◎
川
崎
和
子　

芦
川
和
美

　

芥
川
栄
人　

虫
生
時
彦

　

加
藤
文
重　

松
野
正
比
呂

　

寺
田
辰
蔵

◇
日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団

◎
根
津
康
広　

稲
垣
あ
や
子

　

高
梨
俊
弘

◇
き
ず
な
の
会

◎
山
田
安
邦　

太
田
佳
孝

　

八
木
正
弘

◇
公
明
党
磐
田

◎
小
野
泰
弘　

鈴
木
喜
文

常
任
委
員
会
委
員

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

総
務
委
員
会

◎
山
田
安
邦　

○
髙
田
正
人

　

虫
生
時
彦　
　

絹
村
和
弘

　

寺
田
幹
根　
　

鈴
木
喜
文

　

川
崎
和
子　
　

高
梨
俊
弘

民
生
教
育
委
員
会

◎
加
藤
文
重　

○
草
地
博
昭

　

芦
川
和
美　
　

太
田
佳
孝

　

松
野
正
比
呂　
　

根
津
康
広

　

鈴
木
昭
二　
　

岡　
　

實

建
設
産
業
委
員
会

◎
寺
田
辰
蔵　

○
芥
川
栄
人

　

細
谷
修
司　
　

八
木
正
弘

　

稲
垣
あ
や
子　
　

小
野
泰
弘

　

川
村
孝
好　
　

増
田
暢
之

予
算
決
算
委
員
会

◎
小
野
泰
弘　

○
高
梨
俊
弘

　

草
地
博
昭　
　

芦
川
和
美

　

芥
川
栄
人　
　

細
谷
修
司

　

太
田
佳
孝　
　

虫
生
時
彦

　

絹
村
和
弘　
　

加
藤
文
重

　

寺
田
幹
根　
　

松
野
正
比
呂

　

寺
田
辰
蔵　
　

八
木
正
弘

　

髙
田
正
人　
　

鈴
木
喜
文

　

川
崎
和
子　
　

根
津
康
広

　

稲
垣
あ
や
子　
　

鈴
木
昭
二

　

川
村
孝
好　
　

岡　
　

實

　

増
田
暢
之　
　

山
田
安
邦

広
報
広
聴
委
員
会

◎
松
野
正
比
呂　

○
細
谷
修
司

　

草
地
博
昭　
　

芦
川
和
美

　

高
梨
俊
弘　
　

小
野
泰
弘

　

山
田
安
邦

議
会
運
営
委
員
会
委
員

　
　
　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
寺
田
幹
根　

○
川
村
孝
好

　

絹
村
和
弘　
　

加
藤
文
重

　

川
崎
和
子　
　

稲
垣
あ
や
子

　

小
野
泰
弘　
　

岡　
　

實

　

山
田
安
邦

組
合
議
会
議
員

中
遠
広
域
事
務
組
合
議
会

　

虫
生
時
彦　
　

髙
田
正
人

　

高
梨
俊
弘　
　

小
野
泰
弘

　

加
藤
治
吉　
　

増
田
暢
之

　

山
田
安
邦

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
よ
お
か
管
理

組
合
議
会

　

加
藤
文
重　
　

加
藤
治
吉

太
田
川
原
野
谷
川
治
水
水
防
組
合

議
会

　

細
谷
修
司　
　

寺
田
幹
根

　

八
木
正
弘　
　

中
東
遠
看
護
専
門
学
校
組
合
議
会

　

鈴
木
喜
文　
　

川
崎
和
子

　

加
藤
治
吉

浅
羽
地
域
湛
水
防
除
施
設
組
合
議
会

　

太
田
佳
孝　
　

絹
村
和
弘

各
種
役
員
・
委
員

（
議
員
選
出
）

磐
田
市
公
務
災
害
補
償
等
認
定
委

員
会
委
員

　

虫
生
時
彦

一
般
財
団
法
人
磐
田
市
振
興
公
社

評
議
員
会
評
議
員

　

鈴
木
喜
文

磐
田
市
交
通
安
全
対
策
委
員
会
委
員

　

太
田
佳
孝

磐
田
市
地
域
公
共
交
通
会
議
委
員

　

加
藤
治
吉

磐
田
市
社
会
教
育
委
員

　

絹
村
和
弘

磐
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

　

細
谷
修
司　
　

八
木
正
弘

磐
田
市
民
文
化
会
館
等
運
営
委
員

会
委
員

　

芦
川
和
美　
　

高
梨
俊
弘

磐
田
市
文
化
会
館
建
設
検
討
委
員

会
委
員

　

小
野
泰
弘

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推

進
協
議
会
顧
問

　

加
藤
治
吉

社
会
福
祉
法
人
磐
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
評
議
員
会
評
議
員

　

加
藤
文
重

磐
田
市
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

　

草
地
博
昭　
　

川
崎
和
子

磐
田
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

推
進
委
員
会
委
員

　

加
藤
治
吉

磐
田
市
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
委
員

　

髙
田
正
人　
　

高
梨
俊
弘

磐
田
市
林
業
振
興
協
議
会
委
員

　

細
谷
修
司　
　

稲
垣
あ
や
子

磐
田
市
特
別
業
務
地
区
建
築
審
議

会
委
員

　

太
田
佳
孝

磐
田
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　

草
地
博
昭　
　

寺
田
幹
根

　

根
津
康
広　
　

増
田
暢
之

　

山
田
安
邦

磐
田
市
地
区
計
画
審
議
会
委
員

　

芦
川
和
美

浜
松
袋
井
線
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
監
事

　

加
藤
治
吉

会
派
名
簿
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審 議 結 果
■全会一致により可決・承認・同意された議案
⑴ 監査委員選任の同意
⑵ 専決処分（国保税条例の一部改正）
⑶ 28年度（仮称）豊浜交流センター建設工事（建築）
請負契約の締結

⑷ 教育委員会の委員任命の同意
⑸ 磐田市外１組合公平委員会の委員選任の同意
⑹ 監査委員選任の同意

■本会議で行われた選挙
⑴ 中遠広域事務組合議会議員の補欠選挙
⑵ 太田川原野谷川治水水防組合議会議員の補欠選挙
⑶ 中東遠看護専門学校組合議会議員の補欠選挙

■そのほか本会議で議題となった案件
⑴ 市議会常任委員会委員の選任
⑵ 議長の民生教育委員会委員の辞任
⑶ 市議会運営委員会委員の選任
⑷ 閉会中の継続調査
⑸ 市議会議員の派遣

編
集
後
記

　

今
号
か
ら
広
報
広
聴
委
員
会
は
新
し
い
メ

ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
だ
よ

り
は
次
号
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
よ
り
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す

い
紙
面
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

〈
広
報
広
聴
委
員
会
〉

委
員
長　
　
　

松
野
正
比
呂

副
委
員
長　
　
　

細
谷　

修
司

委

員　
　
　

草
地　

博
昭

委

員　
　
　

芦
川　

和
美

委

員　
　
　

高
梨　

俊
弘

委

員　
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　議会では皆さんの生活に直結した重要な問題が審
議されます。議会活動や市政を身近に知るためにも、
議会を傍聴されてみてはいかがでしょうか。

【傍聴の手続き】
　受付は、本会議または委員会等の当日、本庁舎5階
の議会事務局で行います。
　また、聴覚障害者の皆様の議会傍聴のため、手話通
訳者や要約筆記者の派遣等を行っています。ご希望の
方は、事前に議会事務局(電話0538-37-4822、ファ
ックス0538-37-4845）までお問い合わせください。

【傍聴者の皆様へのお願い】
　傍聴の際は、次のことを守ってください。
◆ 議場における言論に対して拍手その他の方法に

より公然と可否を表明しないこと。
◆ 談論したり、歌をうたったり、笑い声を上げた

り、騒ぎ立てたりしないこと。  
◆ はち巻き、腕章の類をするなど示威的行為をし

ないこと。 
◆ 帽子、コート等を着用しないこと。ただし、病

気その他の理由により、議長の許可を得たとき
はこの限りでありません。 

◆ 飲食又は喫煙をしないこと。  
◆ みだりに席を離れ、または不適切な行為をしな

いこと。
◆ 議場の秩序を乱し、または会議の妨害になるよ

うな行為をしないこと。
◆ 携帯電話の電源を切ること。
◆ 議員席側には絶対に入らないこと。

市議会にご意見をお寄せください
　市議会は、市民の皆様の声をお聞きする「ご意見ポ
スト」を本庁舎１階と５階に設置しています。お気軽に、
市議会に対するご意見、ご要望をお寄せください。
　また、議会のホー
ムページにあるメー
ルフォームでもご意
見を受け付けており
ますので、ご利用く
ださい。

Facebookで議会情報をお届けします
　市議会は、市議会をより身近に感じていただくため、
Facebookページで情報をお届けしています。
　本会議や委員会の開催状況のほか、市議会の情報を
発信してまいります。
　皆様の「いいね!」お待ちしています。
https://www.facebook.com/iwata.gikai
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